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1．はじめに 

 現在の日本の浄水処理方法として主流となっている

方式は急速ろ過方式である．この急速ろ過方式は一度

に大量の処理水を得られる利点がある一方，微小な濁

質をそのままでは除去しきれないため，作業工程の上

で凝集剤などの薬品添加が必要となる． 

そこで近年，新たな浄水処理方法として膜ろ過方

式が注目されている．膜ろ過方式には得られる処理水

量が減少するファウリングを発生させる問題がある． 

既存の研究 1)では，ファウリングを抑制するために，

膜に堆積する原因物質の特徴を調査するものであった． 

本研究ではファウリングを引き起こす原因物質を含

んだ河川水をろ過原水として，ジャーテストを行い上

澄み水を採取し，吸引ろ過を行うことで膜にファウリ

ングを発生させる．膜にファウリングを引き起こした

物質の成分元素を特定し，分析結果の違いからファウ

リングを引き起こした濁質の特徴および特性の検討を

目的とする． 

2．実験概要 

2．1 採水概要 

採水には次亜塩素酸ナトリウム 0．1％に希釈した水

溶液に 1 時間浸透させて乾燥させたペットボトルを使

用した．採水地点を図 1 に示した東京都市大学世田谷

キャンパス付近の多摩川河川敷とした． 

2．2 ろ過方法 

 公称孔径 0．50μmの PTFE 膜と，公称孔膜径 0．45µm

の PVDF 膜を使用し，吸引ろ過を行った．膜に純水

300ml を通水させ，次に採水した河川水，そして再度

純水 300ml を通水させた． 膜表面のファウリング物質 

 

図 1 採水地点 

を拭き取った膜と拭き取らない膜の 2 種類をそれぞれ

の膜で用意し，その後 20 時間乾燥炉にて乾燥させた．   

2．3 フーリエ赤外分光光度計(FT-IR) 

FT-IR は有機物の存在の把握が可能で，干渉計を使用

し，非分散で全波長を同時に検出する．FT-IR の測定面

積は直径 2nm の円状で，赤外領域全ての波長を持つ干

渉光を試料に当て，透過光シグナルをフーリエ変換す

ることでスペクトルを得る．スペクトル波形は横軸が

波数(cm-1)，縦軸が透過率(%)のグラフで表され，透過

率は式(1)から算出できる． 

𝑠𝑎𝑚𝑝𝑙𝑒強度

𝑏𝑎𝑐𝑘𝑔𝑟𝑜𝑢𝑛𝑑強度
× 100 =透過率(%) (1) 

2．4 ジャーテスト 

 河川水に含まれている濁質を可能な限り取り除くた

めに凝集剤の注入率を決定させるために行った．実験

方法はビーカーに 1L 原水を入れ，凝集剤のポリ塩化ア

ルミニウム水溶液(以下 PAC とする)を 1%に希釈し，

原水に注入した．その後,撹拌を行った．撹拌は急速撹

拌を 140rpm で 1 分間，緩速撹拌を 50rpm で 10 分間行

った．撹拌後ビーカーを 10 分静置させ，フロックの沈

降を待った．ビーカー上部の上澄み水を採取し，pH と

濁度を測定した．pH と濁度から判断した注入率で採取

した上澄み水を吸引ろ過した． 

3．実験結果及び考察 

2018 年に採水した，多摩川の原水のジャーテスト濁

度と PAC 注入率の関係を図 3に示し，図 4から図 7に

FT-IR分析結果を示す． 

 
図 3 濁度と PAC 注入率の関係 
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図 4 原水 PTFE 膜の FT-IR 分析結果 

 
図 5 上澄み水 PTFE 膜の FT-IR 分析結果 

 

図 6 原水 PVDF 膜の FT-IR 分析結果 

 

図 7 上澄み水 PVDF 膜の FT-IR 分析結果 

原水濁度が高くなると PAC 注入濃度は高くなり，原

水濁度の多くが 5 度未満であるため PAC 注入濃度は

ほとんど 40mg/L 以下である 2）． 

 FT-IR 分析の結果を図 3から図 6に示す． 

ピーク値 1650cm
-1と 1750cm

-1と 3000 cm
-1注目した

結果，PVDF 膜，PTFE 膜はどちらも 1650cm
-1でピーク

を示している． PVDF 膜のみ 1750cm
-1付近でのピーク

を示しているがこれはキムワイプのピークの可能性が

ある．3000 cm
-1でもピークが確認でき，後ろに大きな

膨らみが見られる． 

4．結論 

有機膜を用いた膜ろ過における河川水中のファウリ

ング物質調査の検討を行った結果以下の知見が得られ

た． 

1) PVDF 膜，PTFE 膜はどちらも 1650cm
-1で多少ピー

クを示していることから，タンパク質の吸着が見

られた．3000 cm-1付近では後ろが大きく膨れて

いて水素結合が見られることから，O-H 伸縮が

見られたと考えられる．  
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